
1 2004. 夏号　No.144

2004年　夏号

第144号

・発行・
京都医療労働組合連合会
 京都市中京区四条御前西入

京都労働者総合会館5F
�（075）801-8002

FAX（075）811-6170
http://www.labor.or.jp/iroren/
（E-mail：irouren@labor.or.jp）

も く じも　く　じ
●２P
湾岸戦争から13年 ―
子どもたちを襲う
劣化ウラン弾の脅威

●３P
職場の安全衛生・法律相談

●４～５P
実録!! 最賃生活　TVで放映

●６P
時には音楽・トークプラザ

　全医労の元賃金職員の仲間が７月２８日、国立病院の運営を引き継いだ独立

行政法人機構を相手取り、雇い止めによる不利益是正と損害賠償を求める裁

判に立ち上がることになりました。全国の原告予定者２９人に、京都から田村

裕二（５２歳：宇多野病院クリーニング助手）・大西豊美（５８歳：京都医療セン

ター看護助手）・西川英治（２９歳：南京都病院調理師）さんの３人が原告に加

わります。賃金職員から非常勤や派遣に切り替えられた仲間の常勤化早期実

現に全力をあげつつ、裁判闘争勝利に頑張ります。

２０代から1人原告に
名を連ねるからには、
最低賃金で憲法２５条
は守られない事も世
論に訴えていきたい。

 �� 西　川 �� 

4月から6時間のパー
トに切り下げられ、生
活も大変。職場も大混
乱です。こんなやり方
絶対に認められません。

 �� 田　村 �� 

あとに続く若い人
たちが働きやすい
職場になるように、
がんばりたい。

 �� 大　西 �� 
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状
態
）
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、　

年
か
ら　

99

01

年
に
か
け
て　

件
も
発
生
す
る
な
ど
、

75

ジ
ャ
ナ
ン
さ
ん
が
判
断
で
き
な
い
症
状

の
子
ど
も
も
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
多
重
先
天
異
常
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
長

く
て
も
1
時
間
か
ら
4
時
間
で
亡
く
な

り
ま
す
。
本
当
に
短
い
生
涯
で
す
」

　

ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
で
手
足
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
を
含
め
る
と
、
将
来
イ

ラ
ク
は
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
を
た
く

さ
ん
抱
え
る
国
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

訴
え
ま
す
。

　

湾
岸
戦
争
で
使
わ
れ
た
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
の
影
響
が
、
5
年
近
く
経
っ
た　

年
96

ご
ろ
か
ら
具
体
的
な
症
状
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
現
在
も
多
く
の
イ
ラ
ク
人
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
昨
年
、
イ
ラ
ク
戦

争
で
ア
メ
リ
カ
が
使
っ
た
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
は
、
湾
岸
戦
争
の
約
2
倍
に
あ
た
る

1
、0
0
0
〜
2
、0
0
0
ｔ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
イ
ラ
ク
の
女
性
は
、
出
産
す
る
こ

と
を
恐
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き
に
、『
私
の
子
ど
も
は
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
？
』
と
不
安
そ
う
な
顔

で
尋
ね
て
き
ま
す
。

　
（
将
来
に
つ
い
て
）私
た
ち
は
希
望
を

失
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
町
に
投
下
さ
れ

た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
と
、
そ
の
後
に
起
き

た
出
来
事
の
間
に
は
関
係
が
あ
る
と
、

強
く
信
じ
て
い
ま
す
。
圧
力
が
か
か
っ

て
き
た
と
し
て
も
、
信
念
に
し
た
が
っ

て
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
人
々
に

現
状
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」

　

日
本
機
関
紙
協
会
京
滋
地
方
本
部

『
宣
伝
と
組
織
』
よ
り

の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
の
医

療
活
動
が
海
外
援
助
に
頼
り
き
っ
て
い

る
の
が
実
態
で
す
」

出
産
を
恐
れ
る
女
性
た
ち

　

小
児
が
ん
病
棟
で
は
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
白
血
病
と
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
天
異
常
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く

れ
、
イ
ラ
ク
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
放
射

能
に
よ
る
汚
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ャ
ナ
ン
さ
ん
は
、
身
体
の
一
部
が

異
常
に
腫
れ
あ
が
る
子
ど
も
の
写
真
な

ど
、
具
体
例
を
あ
げ
て
実
態
を
報
告
し

ま
す
。

　
「
湾
岸
戦
争
以
降
、
バ
ス
ラ
市
内
に

住
む
子
ど
も
た
ち
の
ガ
ン
発
生
数
が
明

　

ジ
ャ
ナ
ン
・
カ
リ
ブ
・
ハ
ッ
サ
ン
さ

ん
（
バ
ス
ラ
母
子
病
院
・
小
児
が
ん
病

棟
責
任
者
）
は
、
名
古
屋
大
学
付
属
病

院
で
白
血
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る

ア
ッ
パ
ー
ズ
・
ア
リ
・
ア
ル
マ
ル
キ
ー

く
ん
（
5
歳
）
を
見
舞
う
た
め
に
、
来

日
。
6
月　

日
に
ジ
ャ
ナ
ン
さ
ん
を
招

15

い
て
「
イ
ラ
ク
の
声
を
聞
い
て
下
さ

い
！
」
と
い
う
講
演
会
（
主
催
京
都
府

保
険
医
協
会
、
洛
中
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ガ
ン
発
生
数
は
約　

倍
10

　
『
小
さ
な
核
兵
器
』と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

の
危
険
性
を
も
つ
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
。
ウ

ラ
ン
2
3
8
を
主
成
分
と
す
る
こ
の
兵

器
、
放
射
能
半
減
期
は　

億
年
と
い
わ

45

湾
岸
戦
争
か
ら　

年 
―

13

 
子
ど
も
た
ち
を
襲
う

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
脅

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
脅
威威

『月刊保団連』臨時増刊号
「いま、イラクの子どもたちは」より

ジャナンさん

白
血
病
の
新
た
な
発
生
数
は
、　

年
で

90

　

件
、　

年
に
は　

件
。
5
歳
以
下
の

15

03

94

子
ど
も
の
白
血
病
発
生
数
が
、　

年
で

90

2
件
だ
っ
た
の
が
、　

年
で
は　

件
と

02

53

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
」

　
「　

年
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康

00
状
態
が
非
常
に
悪
く
、
ガ
ン
発
生
に
よ

る
致
死
率
は
、
お
そ
ら
く　

％
を
超
え

80

ら
か
に
増
加
し
て
い
ま
す
」　　

年
の

91

湾
岸
戦
争
で
は
5
0
0
〜
8
0
0
ｔ
の

劣
化
ウ
ラ
ン
弾
が
イ
ラ
ク
に
撃
ち
こ
ま

れ
、
そ
の
う
ち
3
0
0
ｔ
が
バ
ス
ラ
に

落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
年
間
の
ガ
ン
発
生
件
数
は
、　

年
90

で
は　

件
だ
っ
た
の
が
、　

年
で
は
1

19

03

8
3
件
ま
で
増
え
、
そ
の
な
か
で
も
多

く
を
占
め
て
い
る
の
が
、
白
血
病
で
す
。

て
い
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
海
外
か
ら

医
薬
品
の
提
供
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、　

年
か
ら　

年

00

03

に
か
け
て
、
死
亡
率
は　

・
5
％
と
改

42

善
し
て
い
ま
す
。
化
学
療
法
の
面
で
、

セ
イ
ブ
・
ザ
・
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
・

名
古
屋
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
、
多
く
の
医
薬
品

る
子
ど
も
は
、　

年
で　

件
、　

年
か

90

37

99

ら　

年
の
間
で
は
6
1
1
件
ま
で
増
え

01
て
い
ま
す
。
多
重
先
天
異
常
（
複
数
の

先
天
異
常
）
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
の
数
が
湾
岸
戦
争
前
は
、
7
件

で
し
た
。
そ
れ
が　

年
か
ら　

年
の
間

99

01

で
は
、
2
2
4
件
と
跳
ね
上
が
っ
て
い

ま
す
」　

湾
岸
戦
争
前
に
は
症
例
が
な

か
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
肢
症
（
四
肢
が
な
い

小児がん
病棟から
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今
年
も
「
過
労
死
1
1
0
番
」
が
全
国
で
行
わ

れ
た
。
相
談
件
数
は
2
1
4
件
、
京
都
で
も
7
件

（
労
災
補
償
…
2
件
、
過
労
死
予
防
…
5
件
）
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
過
労
死
予
防
に
関
わ
る
相
談

で
は
、
夫
や
、
娘
、
息
子
の
働
き
過
ぎ
を
心
配
す

る
相
談
で
「
朝
8
時
、
8
時　

分
に
出
勤
し
て
、

30

深
夜
ま
で
帰
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る

が
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
働
き
過
ぎ
に
対

す
る
相
談
が
共
通
し
て
訴
え
ら
れ
た
。

（
京
都
職
対
連
事
務

局
報
告
）

　

厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
「
脳
血
管
疾

患
及
び
虚
血
性
心
疾

患
（
過
労
死
事
案
）

の
労
災
補
償
状
況
」

「
精
神
障
害
等
の
労
災
補
償
状
況
」（
H　

年
3
月

16

　

日
現
在
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
7
0
0
件
（
脳

31血
管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾
患
）、
2
0
0
件
（
精

神
障
害
（
自
殺
含
む
））
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
精
神
障
害
で
は
H　

年
の
2
1
2

12

件
が
H　

年
で
は
4
3
8
件
と
い
う
約
2
倍
の
申

15

請
件
数
で
あ
る
。
認
定
件
数
は
3
1
2
件
（
脳
血

管
疾
患
及
び
虚
血
性
心
疾
患
）
1
0
8
件
（
精
神

障
害
）
で
認
定
基
準
の
改
正
が
あ
り
認
定
件
数
が

増
加
し
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
認
定
さ

れ
る
べ
き
事
案
で
認
定
さ
れ
な
い
場
合
も
数
多
く

あ
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

同
時
に
「
過
労
死
1
1
0
番
」
の
報
告
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
相
談
活
動
を
知
っ
て
は
じ
め
て
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
相
談
の
受

け
皿
さ
え
わ
か
ら
ず
に
泣
き
寝
入
り
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
多
く
の
、
被
災
者
と
そ
の
家
族
が
い
る
と

考
え
ら
れ
、
厚
労
省
報
告
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ

な
い
の
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者
の

健
康
・
い
の
ち
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
労

災
認
定
さ
れ
て
も
、
労
働
者
の
人
生
・

い
の
ち
は
決
し
て
戻
ら
な
い
。

　

職
場
で
の
安
全
衛
生
活
動
で
は
「
予

防
」
視
点
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
基
本
は
１
労
働
日
８
時
間

②
労
働
時
間
管
理
は
行
わ
れ
て
い
る
か

③
3
6
協
定
の
上
限
が
法
的
基
準
で
遵
守
さ
れ
て

い
る
か

　

医
労
連
が
提
起
し
て
い
る
、
退
勤
調
査
を
す
べ

て
の
単
組
・
支
部
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う　
!!

（
京
都
医
労
連
安
全
衛
生
対
策
委
員
会
）

シリーズ⑬

過
労
死「
予
防
」

職
場
か
ら
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今
借
り
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
契
約
更
新
の
時
期
な
の
で
す
が
、
間

に
入
っ
た
不
動
産
業
者
が
「
契
約
更
新
を
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
家

賃
１
ヶ
月
分
と
同
額
を
更
新
料
と
し
て
支
払
え
」
と
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
突
然
不

動
産
業
者
が
更
新
料
の
支
払
い

を
請
求
し
て
き
た
よ
う
な
場
合
に
は

支
払
う
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
借
契
約
は
、

借
地
借
家
法
と
い
う
法
律
で
規
制
さ

れ
る
の
で
す
が
、
期
間
が
満
了
し
て

も
、
家
主
側
に
更

新
を
し
な
い
正
当

事
由
が
な
け
れ
ば
、

賃
貸
借
契
約
は
同

一
条
件
で
（
但
し

期
間
の
点
は
、
定

め
の
な
い
も
の
と

な
る
）
自
動
的
に

更
新
さ
れ
ま
す

（
こ
れ
を
法
定
更

新
と
言
い
ま
す
）。

ま
た
借
地
借
家
法

に
は
、
更
新
料
の

支
払
い
を
規
定
し

た
条
文
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
家
主
が
、
更
新
料

を
支
払
え
と
言
っ
て
き
て
も
、
支
払

う
必
要
は
全
く
な
い
の
で
す
。
支
払

い
を
拒
否
し
て
も
、
不
利
益
を
被
る

こ
と
は
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、

更
新
料
を
支
払
わ
な
い
の
な
ら
、
出

て
行
け
と
言
わ
れ
て
も
、
賃
貸
借
契

約
は
法
律
の
力
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
、

継
続
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
、
出

て
行
く
必
要
は
な
い
の
で
す
（
こ
う

い
う
効
力
が
あ
る
こ
と
を
居
住
権
と

呼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
）。

　

法
的
更
新
の
場
合
は
、
新
し
い
契

約
書
が
な
い
の
で
す
が
、
何
の
不
安

も
要
り
ま
せ
ん
。
前
の
契
約
書
が
そ

の
ま
ま
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

た
だ
、
例
外
と
し
て
、

入
居
し
た
と
き
の
元
契

約
書
に
、
更
新
の
際
に

は
更
新
料
と
し
て
家
賃

１
ヶ
月
分
と
同
額
を
支

払
う
と
い
う
条
項
が

入
っ
て
い
た
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
条
項
を
入
れ
た
理

由
と
し
て
、
敷
金
を
安

く
す
る
か
わ
り
に
と
か
、

毎
月
支
払
う
賃
料
を
安

く
す
る
の
で
と
か
の
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
約

定
ど
お
り
に
更
新
料
の
支
払
請
求
が

正
当
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大
で

す
。
実
質
的
に
は
敷
金
の
一
部
と
か
、

賃
料
の
後
払
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
契
約
書
に
、
前
記

の
よ
う
な
更
新
条
項
が
入
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
専
門
家
と
相
談
を
し
て

対
処
す
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

（
協
力：

京
都
第
一
法
律
事
務
所
）

法律相談 

A Q

更新料は支払う必要があるのか？
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報告集「げんなり！　最賃伝説。」
１冊300円　注文は医労連まで

賃金

67777 円

　京都総評青年部40人が挑戦した「げんなり最賃伝説」、医労連青年部からは14人の組合
員がチャレンジしました。その内達成したのは3人のみと、なかなか大変な最低賃金生活
体験だったようです。京都府の最賃は、時給で677円、月約12万円の収入で生活すると
いうものです。チャレンジした仲間の中には、9キロも体重が減った人、スピード違反で
罰金を払った人、ペットの医療費に2万円以上の突然の出費で達成できなかった人など、
なかなか大変な体験もあったそうです。この体験は、
テレビでも放映され、ホームページや機関紙でも紹介さ
れました。
　青年部では、この体験を元に京都府の最低賃金審議
会に申し入れ、改善に向けた運動に生かすことにして
います。この体験はパンフレット（一冊300円）で
詳しく紹介されていますので、ぜひ医労連に注文し
てください。

 6月25日（金）　洗面所の周りでは ����� 

1日1回は洗面所に立つわけだが、異変が……。
髭剃りがうまくそれない。刃が限界か。買う金もねー。ト
イレットペーパーは変わらず。歯磨きのチューブもなくな
りそうー。石鹸もほとんどない。食費ばかりに目がいって
いるが生活用品の補充さえもできない。恐るべし最賃生活。
あと5日間なんとかのりきれ。
朝なし。昼食はご飯・たまごやき・鶏肉照り焼き・つけも
の。夕食はチャーハン（￥90）。
前日の残金△￥1852－本日の支出￥90

＝本日の残金△￥1942。  6月10日（木）　開き直って歯医者へGO�  

昨日からの歯痛でたまらず、歯医者へ。
最賃のことはおいといて、歯医者へGo！！
歯医者曰く「親知らずで歯痛と疲れがたまっとる」と。し
かも会計では恐れていた支払い。￥2370としっかり出費
した。本日は何にも使っていないのに￥2370。明日から
の出張が心配。
朝食はなし。昼食：弁当（ご飯・ソーセージ・スパゲティー・
コロッケ）、夕食：ご飯、野沢菜のもどし。
前日の残金￥16294－本日の支出￥2370

＝本日の残金￥13924。

 6月1日（火）　げんなり�最賃伝説スタート�  

最賃生活がとうとう始まりました。
5／31の誕生日を尻目に6／1（火）0：00には銭湯で汗を
流しやりきる決意。
使えるお金は￥23064：1日平均￥768。
お金は使うまいと、朝はなし、昼はカップラーメン：エー
スコックの海鮮湯麺（￥150）、夕食はホカ弁（￥480）。
悲しい（T＿T）1日目の食事。1日目にして不安がつのる
ばかり。
残金￥23064－本日の支出￥630＝本日の残金￥22434。

 6月29日（火）　彼女の誕生日 ������� 

昼食は昨日の夜中に作った弁当でなんとか。彼女の誕生日
なんでケーキ2つ買った。うーープレゼントは7月入って
からと説得して。ほんま、悲惨ですわ。最低賃金生活は。
彼女が理解者でなかったらと思うと冷や汗もん。最後まで
思想闘争しながらの最賃生活。明日で最後、みなさん迷惑
かけてごめんなさい。
前日の残金△￥3726－本日の支出￥720

＝本日の残金△￥4446。

実実実実実実実実実実録録録録録録録録録録!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 最賃生活賃生活 テレビで放映

坂やんの場合坂やんの場合
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京都府最低賃

時給677677

実実実実実実実実実実録録録録録録録録録録実録!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! 最賃生活最賃

京
町
屋
に
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
「
京
の
お
う
ち
ご
は
ん
、
わ
ら
べ
う
た
」「
T
E
L
7
7
1－

9
5
8
9
」
三
条
京
阪　

号
階
段
西
入
ル
。

11

お
昼
の
定
食
は
、
1
5
8
0
円
。
夜
は
一
品
3
8
0
円
か
ら
…
。
大
事
な
人
と
ゆ
っ
く
り
、
お
い
し
い
食
事
を
味
わ
い
た
い
、
そ
ん
な
お
店
。
桂
の
す
ず
め

塚さんの場合塚さんの場合

　１日目

　7日目

　18 日目

　27 日目



62004. 夏号　No.144

ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
曲
や
歌
曲
の
数
々
を
吸
収
し
て
い
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
神
童
シ
ョ
パ
ン
に
転
機

が
訪
れ
た
の
は
、
1
8
3
0
年
か
ら
1
8
3
1
年
に
か
け

て
の
頃
で
す
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
蜂
起
が
起
き
、
そ
の
後

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
陥
落
し
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
パ
リ
に

た
ど
り
つ
い
た
の
が
1
8
3
1
年
7
月
の
こ
と
で
し
た
。

帰
る
べ
き
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
亡
く
な
る
ま
で
の
歳
月
を
パ
リ
を
中
心
に

し
て
過
ご
し
ま
す
が
、
シ
ョ
パ
ン
の
心
は
常
に
、
祖
国

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
り
、
様
々
な
人
々
と
の
出
会
い
や
別
れ

の
中
で
数
々
の
名
曲
を
作
っ
て
い
っ
た
、
こ
こ
に
こ
そ

シ
ョ
パ
ン
を
思
う
と
胸
が
熱
く
な
る
理
由
が
あ
る
と
言
え

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
出
会
い
や
別
れ
の
な
か
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
当
時
の
パ
リ
の
上
流
階
級
社

会
を
席
巻
し
て
い
た
、「
魔
性
の
女
性
」
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ

ン
ド
と
の
出
会
い
と
別
れ
の
物
語
で
す
。
こ
の
時
期
が

シ
ョ
パ
ン
の
人
生
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
満
た
さ
れ
た

日
々
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

破
局
の
原
因
は
、
サ
ン
ド
の
連
れ
子
の
結
婚
を
め
ぐ
っ

て
、
意
見
が
す
れ
違
い
、
そ
れ
が
元
で
シ
ョ
パ
ン
は
サ
ン

ド
に
、 
三
行
半 
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
の

み
く
だ
り
は
ん

シ
ョ
パ
ン
は
、
元
々
病
弱
で
、
肺
結
核
も
あ
り
、
ま
さ
に

転
が
る
石
の
ご
と
く
病
状
が
悪
化
し
、
つ
い
に
1
8
4
9

年　

月　

日
に
、　

年
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
す
。

10

17

39

彼
の
心
臓
は
遺
言
に
よ
り
、
危
篤
の
知
ら
せ
で
駆
け
つ
け

た
姉
の
手
に
よ
っ
て
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
持
ち
帰
ら
れ
ま

し
た
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
死
後
、
約
1
5
0
年
後
、
彼
の
祖
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
ア
メ
リ
カ
の
お
さ
き
棒
を
か
つ
い
で
、
イ
ラ
ク

へ
の
軍
隊
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
シ
ョ
パ

ン
が
知
っ
た
と
し
た
ら
、
な
ん
と
言
う
だ
ろ
う
か
。「
守

る
べ
き
操
と
い
う
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
が
。」と
言
い
た
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
思
い
で
、
シ
ョ
パ
ン
を
聴

い
て
い
ま
す
。

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 
川
上　

裕
光　

京
都
民
医
労

　

ピ
ア
ノ
の
詩
人
シ
ョ
パ
ン

　

生
き
て
い
る
間
に
、

一
度
は
ど
う
し
て
も
訪

れ
て
み
た
い
、
い
や
、

行
か
ず
し
て
死
ぬ
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
ま
で

思
っ
て
い
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

が
生
ん
だ
ピ
ア
ノ
の
詩

人
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ョ
パ
ン
の
生
地
で

あ
る
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
近
郊
の
ジ
ェ
ラ
ゾ
ヴ
ァ
・
ヴ
ォ
ラ
で

す
。
私
は
シ
ョ
パ
ン
が
生
ま
れ
た
こ
の
大
地
に
跪
き
、

そ
し
て
思
い
切
り
抱
き
し
め
た
い
、
そ
ん
な
衝
動
に
か

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
名
曲
は
多
数
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
「
英
雄
」・「
軍
隊
」、
シ
ョ
パ
ン
の
死
後
に
発

表
さ
れ
た
「
幻
想
即
興
曲
」。
ま
た
、「
○
○
飲
ま
な
い
よ

り
飲
ん
だ
ほ
う
が
良
い
」
が
問
題
に
な
っ
た
某
製
薬
会
社

の
C
M
の
曲
は
、「　

の
前
奏
曲
第
7
番
イ
長
調
」。「
私

24

た
ち
も
う
お
し
ま
い
ね
」「
え
っ
!
?
…
」
と
な
れ
ば

「　

の
練
習
曲
・
作
品　

・
第
3
番
」
の
「
別
れ
の
曲
」

12

10

で
す
。
人
が
亡
く
な
り
お
葬
式
と
な
れ
ば
、
ピ
ア
ノ
ソ

　賃金職員の30年のたたかい

の歴史をはじめて知りまし

た。これからも頑張ってほし

い。私も勇気をもらいました。

 ��� 村上智子（京都民医労東支部）

　新しい職場に変わって早く

も２年がたちました。仕事が

複雑になってきています。つ

いていけるかと心配です。自分に合っ

た仕事ってなかなかないですね。

 ��� 西本辰廣（京都民医労西支部）

　「ハルウララ」負けても負け

ても頑張る姿…。私たちも負

けても負けても…信念をもっ

てひき続き頑張ってゆきたいと思って

います。

 �� 今関仁恵（京都民医労洛南支部）

　５/15に引越しをした娘に

法律相談の切り抜きを渡しま

した。不動産屋との交渉に

とってもお役立ちで喜んでいます。

 ������ 松本紀子（書記局分会）

　MeSo楽しみにしていま

す。今、中材は新棟にむけ、

滅菌中央センターとして全員

が頑張っています。図書券をあてて中

央材料室の財産にします。当りますよ

うに。  中央材料室一同（第二日赤労組）

　有事法制の学習会に行きま

した。今回の関連法案では、

すべての民間企業、病院、施

設が対象となり、アメリカの引き起こ

す戦争に国民が動員される内容です。

皆で頑張って阻止しましょう。

 ����� 宮本保江（第二日赤労組）

　６月に新棟が完成して８月

オープン予定です。まだ人員

の配置の発表もなくてどうな

るのかわかりません。不安ばかり広が

ります。私は救命センターの初寮室で

３交替の予定。体力的にも頭の方もつ

いていけるだろうか心配です。

 ����� 重田洋子（第二日赤労組）

　今回のパズルはわりとス

ムーズにとけました。出題者

の元岡さん、いつもごくろう

さま。皆でワイワイ言いながらといて

います。

 ���� 田中登茂子（第二日赤労組）

��
��
yy
yy��yy�y

No.6

ナ
タ
第
2
番
・
第
3
楽
章

「
葬
送
行
進
曲
」と
い
っ
た

具
合
で
す
。
日
々
の
暮
ら

し
に
息
づ
く
シ
ョ
パ
ン
こ

こ
に
あ
り
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

シ
ョ
パ
ン
は
1
8
1
0

年
に
生
ま
れ
、
7
歳
で
作

曲
を
始
め
、
神
童
と
し
て

そ
の
名
前
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

中
で
有
名
で
し
た
。
ポ
ー
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コロコロ
さつま揚げ

民医労北支部

　調理師　石川幸雄

作り方
①すり身に�を加え、手でよく混ぜ合わ
せる。

②ごぼうは皮をこそげて２㎝長さに切り、
細いせん切りにして酢水にさらし、水
気を切る。

③人参は２㎝の長さのせん切り、ねぎは
小口切りにする。

④�に�と�の野菜を加えてよく混ぜ合
わせ、16個の団子を作って２個ずつ串
に刺す。

⑤揚げ油を中温に熱して�を入れ、中ま
で火を通す。

⑥皿にサラダ菜を敷いて�を盛り、ミニト
マトを添える。

材料〈4人分〉
調理時間20分（1人分170kcal）
すり身（いわし）　300ｇ
ごぼう　40ｇ
人参　40ｇ
細ネギ　3本
酢　少々
揚げ油　適量
サラダ菜・ミニトマト　各適宜
串　8本
練り辛子・しょうゆ　各適宜
　　溶き卵　1/3個分
　　白みそ　小さじ1
�　長芋（おろしたもの）　20ｇ
　　片栗粉　大さじ2
　　塩　小さじ1/3

送り先=〒604-8854　京都市中京区壬生
　　仙念町　労働会館５Ｆ・京都医労連
FAX・E-mail可= 075-811-6170
 irouren@labor.or.jp
締切=９月２５日消印有効。（官製ハガキか、
ＦＡＸ・メールで、組合名も忘れずに）
発表=146号本紙。
賞品=正解者のうち抽選で５人の方に1,000

円分の図書券をお送りします。

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

1 3

9

10

14

16 17

19

12

4

7

2

8

13

15

65

11

18

　142号の正解は「フットサル」でした。応募者が少
なかったため、全員の方に図書券を送ります。
　下岡勤（西陣病院労組）　重田洋子（第二日赤労組）
井上清（京都民医労北部支部）　今関仁恵（京都民医
労洛南支部）

⑬
西
シ
ベ
リ
ア
の
大
河

⑮
木
馬
、
ア
キ
レ
ス
、
ヘ
ク
ト
ル
と
言
え

ば
⑰
P
M

〔
ヨ
コ
の
カ
ギ
〕

①
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
人
捕
虜
の

拷
問
や
性
的
虐
待
が
行
わ
れ
た
、
フ
セ

イ
ン
政
権
下
で
設
立
さ
れ
た
イ
ラ
ク
最

大
の
政
治
刑
務
所

⑤　

世
は
太
陽
王
と
呼
ば
れ
、　

世
は
断

14

16

頭
台
の
露
と
な
り
ま
し
た

⑥
ゴ
ッ
ホ
、
ダ
リ
、
ミ
レ
ー
と
言
え
ば

⑧
イ
エ
ス
の
反
対
語

⑨
風
が
や
ん
で
波
が
お
だ
や
か
に
な
る
こ

と
⑩
過
去
と
未
来
と
の
境
で
あ
る
瞬
間

⑫
平
安
時
代
以
降
、
神
社
へ
の
行
幸
や
祭

の
時
、
左
右
近
衛
の
官
人
に
奉
仕
し
た

一
種
の
競
馬

⑭
ち
り
。
ほ
こ
り

⑯
働
き
す
ぎ
て
疲
れ
る
こ
と

⑰
里
。
田
舎

⑱
「
悪
魔
の
兵
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

⑲
鯱
。
外
郎
。
棊
子
麺
と
言
え
ば

 
�
�
�
�
�（
出
題
者　

元
岡
洋
子
さ
ん
）

〔
タ
テ
の
カ
ギ
〕

①
国
際
テ
ロ
組
織
。
ド
イ
ツ
で
逮
捕
さ
れ

た
幹
部
は
偽
名
旅
券
で
日
本
に
も
約
3

0
0
日
も
潜
伏
し
て
い
ま
し
た

②
ロ
ー
マ
数
字
の
5

③
音
楽
の
発
想
標
語
。
奏
法
標
語
で
「
な

め
ら
か
に
」
の
意
味
で
す

④
5
対
の
腕
を
持
っ
て
い
ま
す

⑦
第　

回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
男
優
賞

57
（
最
年
少
受
賞
）
に
選
ば
れ
た
「
誰
も

知
ら
な
い
」
の
主
演
俳
優

⑨
梅
雨
が
明
け
た
ら
や
っ
て
来
ま
す

⑪
睫
毛
を
濃
く
、
長
く
見
せ
る
化
粧
品
で

す

�
�
�
�
�
�
�
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毎
日
猛
暑
の
続
く
日
本
列
島
、
熱
中

症
で
倒
れ
る
人
が
続
出
で
、
高
齢
者
は

自
宅
か
ら
直
接
救
急
車
で
運
ば
れ
死
亡

者
も
出
る
深
刻
な
事
態
だ
と
か
。
冷
房

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
に
よ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
だ
と
か
、
地
球
温
暖

化
も
影
響
し
て
い
る
ん
だ
と
か
。
び
わ

こ
疏
水
縁
を
流
れ
に
沿
っ
て
歩
い
て
い

る
と
雀
が
水
面
ぎ
り
ぎ
り
を
飛
び
交
っ

て
い
る
。
鳥
に
は
熱
中
症
は
な
い
の

か
？
で
も
自
然
が
急
速
に
壊
れ
て
い
る

証
し
な
ん
だ
。
町
に
も
っ
と
緑
を
自
然

を
そ
し
て
ク
ー
ラ
ー
無
し
で
も
眠
れ
る

夜
を　
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）

!!

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り 

■５月２２日のナースウェーブは、９０人が参加。テレビド
ラマ金八先生のモデル三上満氏を招いての講演が中心に
行われました。東京の看護学校の生徒が看護の歴史を振
り返りながら、看護のすばらしさをまとめたレポートづ
くりに感動させられた話しが中心でした。とかく医療事
故の瀬戸際で神経を使い業務に忙殺される毎日の中で、
人間を看る看護師として医療人として運動の歴史も含め
て原点を振り返る貴重なお話でした。
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■組合に入ってよかった！　個人加盟組合会議開催
　６月１８日、京都医労連個人加盟分会は、１５人の参加で、組合交流会を開催しました。はじめに京都
労働相談センターの土井さんから、労基法の基礎知識やこの間の特徴的な労働相談の事例を紹介し
てもらいました。
　「組合って入るといじめられるようなイメージがあったけど、就業規則を組合に入って初めて見せ
てくれたり、賃金の一方的な引き下げをストップさせたり、組合ってすごいなぁと思いました」「外
来、ケアマネージャー、訪問介護、ヘルパーと４部門の責任者をさせられて大変」「今はパートで働
いているが、組合で増員の話し合いを病院として、それまで進まなかった問題が一つひとつ解決する
ようになった。組合の力を感じています」などの発言がありました。

■バーベキュー　５月１６日（日）　雨のち曇り一時晴れ
　前日も当日も雨がかなりきつく、決行しても、人が来ずに肉が
余るのではと思うほどの天候でした。案の定、心配しすぎて阪急
嵐山駅まで乗り過ごし、松尾まで取って返しました。
　準備を手伝いながら、誰か来ないかな？来ないかな？といつの
間にか体が河川敷の方に向いていました。
　人が増えるに従い、天候も徐々に回復し、結果、２０人位（??）
集まりました。
　個人的には、外で語り合う機会がない方なのです。が、今回、
様々な職種の方と知り合い、語り合うことで、違った視点から自
分の職種を再認識でき、職場に戻ってまた仕事を楽しもうと思え
るようになりました。それは飲み食いを忘れるほど（？）でした。
こういった機会にできる限り参加していきたいと考えます。そし
て仕事のみならず自分自身を成長させていきたいです。

博愛会労組　平野大輔
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